
切り取る
（電線を通す部分） 

すき間のないように
パッキンを貼り付ける 
 

切り取らない 

パッキン

アルミテープ……………………3
（本体取付板の端面貼り付け用）
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■本体

■現場で用意してください。

■結線図

各部の名称と寸法

安全上のご注意

●内装工事（クロス貼り）が完了していないと
　取り付けできません。
●製品本体は傾かないよう（水平）に設置して
　ください。
　（ヒーターの寿命を縮めたり、故障の原因）

●脱衣所の広さは、以下をめやすとしてください。
　1.5坪（内寸1.6 m×2.4 m）まで、
　1.5坪を超える脱衣所および、下記①～④の脱衣所では、
　室温がほとんど上昇しないことがあります。
　①窓が大きいとき　②脱衣所の容積が大きいとき　
　③タイル貼りの面積が大きいとき　
　④その他、脱衣所の密閉性や断熱性が悪いときなど

●2階以上の足場がないところへの設置はし
　ないでください。
●ベンジン・シンナーなどの有機溶剤を使う場
　所に取り付けないでください。
（故障の原因）

●製品の取り付けには下記のような規制を受け
　ますのでご確認ください。
　地域によっては、火災予防条例にもとづく指導が異
　なる場合がありますので、所轄の監督官庁にてご確
　認ください。

必ずお守りください

●浴室に内釜式風呂を設置している場合は、取り付けしない
　（排気ガスが浴室内に逆流し、一酸化炭素中毒を起こす原因）
●可燃性ガスの漏れるおそれのある場所への設置はおこなわない
　（発火の原因）
●絶対に分解や修理、改造はしない
　（火災・感電・けがの原因）
●浴室内に取り付けしない
　脱衣所／洗面所の壁取り付け専用機器です
（感電・火災の原因）

●工事は、この工事説明書および「電気設備技術基準」「建築基準法」「各都市の条例」に従って
　確実におこなう
　（水漏れや感電、火災の原因）
●メタルラス、ワイヤラス、または金属板張りの木造造営物に取り付ける場合、取付板取り付け用
　ねじがメタルラス、ワイヤラス、金属板と電気的に接触しないように取り付ける
　（感電や火災の原因）
●配線工事、電源接続工事は、関連する法令・規程に従って、必ず「電気工事士」が確実におこなう
　（感電や火災の原因）
●アース工事は電気設備技術基準に関連する法令・規程などに従って必ず｢電気工事士｣による
　Ｄ種（第三種）接地工事をおこない、専用の漏電ブレーカーを設置する
　専用の漏電ブレーカーは、過電流保護兼用で定格電流20 A、高感度高速形(定格感度電流15 mA・動作時間
　0.1秒以下)のものを選んでください。
　（故障や漏電のときに、感電の原因）
●電源電線は確実に固定する
　（揺れによる摩擦で被覆が破れた場合、感電や火災の原因）
●電源電線の接続は確実におこなう
　（火災の原因）
●必ずAC100 Vで使用する
　（感電や火災の原因）
●衣類吊り下げ用パイプは、本体から150 mm離し、下側に115 mm離す
　（製品に近づけすぎると、衣類の変色や火災の原因）   

禁止 

●ファンやヒーターに触れたり、指や棒を入れない
　（けが・やけどの原因）

●部品の取り付けは確実におこなう
●取り付け作業時には必ず手袋をはめて作業する
●本体は指定の方法で確実に取り付ける
●本体は、十分強度のあるところにしっかり取り付け、強度不足の場合には補強する
　（けがの原因）
 

禁止 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度
　を区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれがある
　内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害
　が発生するおそれがある内容」
　です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
　（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。　注意 
　警告 

①設置場所は戸建住宅（アパート、マンションなどの
　集合住宅は除く）の脱衣所に限ること。
②本体は壁面に堅固に取り付けること。
③温風吹出口および空気吸込口の前方150 mm未満の
　範囲内には、造営材など（乾燥する衣類、照明器具、
　手すりを含む）を設けないこと。
　（熱による変形、変色のおそれがあります）
④漏電遮断器を設けること。      

設
置
時
の
条
件 

●この脱衣所暖房衣類乾燥機の質量は循環部分と換気
　部分を合わせて、9.0 kgあります。
●製品は壁厚240 mm以下の壁に取り付けてください。
　(付属のダクトでは取り付けできません)

●一般家庭の脱衣所に取り付けてください。
●油煙の発生する場所に取り付けないでください。
●スプレーが直接かかる場所に取り付けないでください。
●温泉など腐食性のガスが発生する場所に取り付け
　ないでください。
●高温になる場所（周囲温度40 ℃以上）に取り付けな
　いでください。
●本体は、テレビ、ラジオ、無線機およびそのアンテナ線
　から0.5 m以上離して施工してください。
●工事の際に、製品本体内部へ石こうボードの粉などの
　侵入がないようにおこなってください。
●樹脂製部品取り付けの際は、ねじを締めすぎて製品
　を破損させないよう、締付トルクに十分注意してく
　ださい。
●効果的な換気のため、給気口を必ず設置してください。
●本体、ワイヤレスリモコンは直射日光や蛍光灯の近く
　などの強い光が当たる場所に設置しないでください。
●衣類吊り下げ用パイプを購入されるときは必ず1本
　当たり5 kg以上の重量に耐える不燃性と耐食性の
　品物を選んで取り付けてください。
●衣類吊り下げ用パイプの取り付け位置は、必ず推奨
　位置で取り付けてください。
　(推奨位置以外で取り付けますと、乾燥時間が長くなりま
　  す）

■保証書……………1
（FY-13SWY5-Wのみ。
　FY-13SW5は取扱説明書の
　最終ページに付属）
（必ずお客様にお渡しください）

品　　番 FY-13SW5    FY-13SWY5-W
脱衣所暖房衣類乾燥機工事説明書

この製品専用の付属品あるいは指定のもの
（別売品）以外は使用しないでください。お願い

工事説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に施工してください。特に「安全上のご注意」は、施工前に必ずお読みください。
・工事説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたことにより事故や損害が生じたときには、
　当社では責任を負えません。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

換気部分 
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■ワイヤレス
　リモコン 

壁 
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529 167

29
4

144.5

19
9

13 換気部分 

ダクト 

運転表示ランプ 

換気取付板 

換気ケース 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
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耐荷重5 kg以上　ステンレス製などのさびにくいもの

D種（第三種）接地工事用

衣類乾燥用
防水ジョイントボックス

アース線
電源電線

アース棒

VVFケーブルφ1.6またはφ2 適宜

適宜

適宜 アース工事用

1個WJ4101（パナソニック(株)製）相当品
衣類吊り下げ用パイプ 適宜

アンカープラグ
ボードファスナー（サンコーテクノ製）下表相当品

適宜 本体取付板固定用
（中空構造壁の場合）

シリコンコーキング材・パテなど 適宜 コーキング用

BS TYPE

適用板厚
BS-405 BS-409 BS-416

1～5 mm 3～9 mm 10～16 mm

銅線直径φ1.6以上
（または断面積が2 mm 以上）2

漏電ブレーカー 過電流保護兼用で定格電流20 A、高感度
高速形（定格電流15 mA・動作時間0.1秒以下）

循環部分取り付け用ロングドライバー

電源の接続6

衣類吊り下げ用パイプの取り付け8
右記の位置に、衣類吊り下げ用パイプ（市販品）を取り付ける。

■衣類吊り下げ用パイプを購入されるときは必ず1本当たり5 kg以上の重量
　に耐えるステンレス製などのさびにくい品物を選んで取り付けてください。
■衣類吊り下げ用パイプの取り付け位置は、必ず推奨位置で取り付けて
　ください。（推奨位置以外で取り付けますと、乾燥時間が長くなります）
■推奨位置に取り付けできない場合は、取り付け範囲の位置へ取り付けて
　ください。（ただし、乾燥時間は長くなります）

取扱説明書の「使いかた」のページを参照し、試運転をおこない異常がないか確認する。
異常についての内容、処置については取扱説明書の「故障かな!?」のページを参照する。

試運転9
■引き渡しまで期間があく場合は、試運転確認後、リモコンの電池を抜き、取扱説明書とともにお客様にお渡しください。

確認事項のチェック10

※チェックが終了したら工事説明書（本書）、取扱説明書、保証書をお客様へお渡しください。
  （保証書はFY-13SWY5-Wのみ。FY-13SW5の保証書は取扱説明書の最終ページにあります） 

チェック内容 

製品と壁面および造営物の間に適切なすき間がありますか？ 
衣類吊り下げ用パイプの取り付け位置は正しいですか？ 
異常音はありませんか？ 
電源電線・アース線の接続は確実ですか？ 

チェック欄 

製品はしっかり取り付いていますか？ 
設置場所は脱衣所／洗面所ですか？（浴室内には絶対に取り付けないでください）

電源はAC100 Vに接続されていますか？ （単相200 Vに接続されると故障します）

右記の確認表に従い、
確実に施工したかを
再度確認してください。
施工できていれば
チェックを記入してく
ださい。  　   

■電源電線はVVFケーブルφ1.6またはφ2を
　使用してください。細い心線の電源電線を使用
　すると、発熱により発火のおそれがあります。
■電源は必ず分電盤の専用ブレーカーに接続し
　てください。
■電源電線のアース線（緑）は必ず接続してく
　ださい。［D種接地工事（旧第三種接地工事）］
■電源は必ずAC100 Vを使用して、電源電線
　先端は付属の差込形コネクタの奥まで確実に
　挿入してください。
　間違った電源を使用したり不十分な配線をす
　ると、火災や故障の原因となります。
■電源電線はバンドなどで束ねて収納しないで
　ください。発熱により発火のおそれがあります。
■プラグは使用しないでください。

防水ジョイントボックス（市販品）の中で、電源電線（アース線含む）を付属の差込形コネクタと
キャップを使い、結線する。

バインド 

換気ファン部分・換気ケースの取り付け5

2.換気ファン部分を上側ねじ（2個）に
　引っ掛ける。

1.電源電線先端の結束バンドを取り除き、換気取付板の矢印（ラ
　ベル）の範囲内にコルゲートチューブの端をあわせて、電源電
　線先端側のコルゲートチューブは、ずらした分だけ取り除く。

■換気中継リード線と電源電線は左側面の
　パッキンより取り出してください。

■電源電線（灰色の被覆）を傷つけないように注意してください。
■ダクト内にコルゲートチューブを入れないでください。
　（換気運転時、異音が発生するおそれがあります。）

4.換気ケースを取り付ける。
①換気ケースの電源電線取出口切り欠き部をニッパーを使って切り取る。

②電源電線取出口から電源電線を取り出し、付属の
　タッピンねじ（4個）で換気ケースを固定する。

　■電源電線取出口切り欠き部は換気ケースの左側を使用してください。

シリコン
コーキング 

※はみ出したシリコン
　コーキング材は
　拭き取ってください 

■電源電線取出口は、バリがでないように切断してください。
　バリがあると、電源電線を傷つけるおそれがあります。
■換気ケース取り付けのとき、リード線などのはさみ込みに
　十分注意してください。
■必ずシリコンコーキングしてください。シリコンコーキング
　しないと、機器内部に雨水が浸入します。

3.換気ファン部分をねじ（4個）で固定し、換気中継
　リード線をエッジホルダー内を通し、接続する。

■余った換気中継リード線は
　付属のバインドにより、
　結束しておきます。

③電源電線取出口を
　シリコンでコーキ
　ングする。

必ず実施してください

●左向きに電源電線を取り出す

エッジホルダー内を通さないと、 
ケース取り付け時にリード線を
はさむおそれがあります。  

お願い電源電線 

換気中継リード線 換気ファン
部分

引っ掛ける 

パッキン 

ねじを締め付ける 

電源電線 

エッジホルダー 

ねじ固定 
エッジホルダー内を通し、
換気中継リード線を接続
します。  

電源電線 

電源電線取出口切り欠き部
（ニッパーで切り取る）  

換気ケース 
タッピンねじ 

（φ4×12 黒） 

②水準器で水平を確認しながら、付属の
　タッピンねじ（4個）で換気取付板を
　取り付ける。

シリコン
コーキング ダクト接続部

※はみ出したシリコン
　コーキング材は拭き
　取ってください  

水抜きのため、下辺は
シリコンコーキング
しないでください 

換気取付板の取り付け3

3.換気取付板を外壁面に取り付ける。
①換気取付板の溝にダクトを
　はめ込むように取り付ける。

換気取付板 

水準器 

タッピンねじ 
（φ4×50） 

上側 

下側 
5 mm以下

ダクト 
外壁面 

換気取付板 

溝にダクトを
はめ込む 

外壁面より出るダクト先端の
長さが5 mm以下であることを
確認してください。

ねじは、再度取り付けをします。
なくさないようにしてください。

換気取付板 
壁 

コーキング 

この面には、シリコンが
つかないようにしてくだ
さい。
カバーを付けるとすき間
ができ、雨水が内部に浸
入しやすくなります。     

お願い ■換気取付板には、取り付け方向があります。
　間違えないよう取り付けてください。
■換気部分は1.7 kgあります。堅固に、また
　確実に外壁面に密着するように取り付けて
　ください。
■取り付け壁がタイル等の場合、ねじが取り
　付かないことがあります。その時は、市販
　のアンカープラグを使用してください。

お願い

ねじは再度取り付けをします。
なくさないようにしてください。

お願い

お願い

1.換気部分から換気ケースを
　取りはずし、換気ファン部
　分の下側ねじ（2個）を
　はずし、上側ねじ（2個）
　をゆるめ、換気ファン部分
　を取りはずす。

必ず指定された部分だけ切り取ってください。
（パッキン貼付面はていねいに切り取ってください）

お願い

お願い

2.電線を通す部分を切り取り、切り取った部分に
　すき間のないように付属のパッキンを貼り付ける。

4.循環部分固定部を本体取付板の上側に
　差し込み、循環部分を固定する。

5.本体取付板と循環部分を付属の
　タッピンねじ（2個）で固定する。

忘れずに必ず固定してください。
（ロングドライバーにて手締めで
　取り付けてください）

お願い

循環部分固定部が本体取付板の上側に
入っていないと固定できません。

お願い

循環部分の取り付け4
1.換気中継リード線と電源電線をダクトの穴に通す。
2.循環部分の引っ掛け穴を本体取付板のツメに引っ掛ける。
3.換気中継リード線と電源電線をたるみがないよう
　にダクト穴の中に押し込む。

■脱衣所側から見てダクト穴が左寄り（または右寄り）に
　開いている場合は、製品裏面の取付金具を下図のように
　ずらして取り付け、本体取付板に引っ掛けてください。

取付金具
（出荷時：中央）

タッピンねじ
（φ4×12）

①取付金具のタッピンねじ（2個）を
　はずす。

③取付金具の位置を左側（または右側）にずらして、本体裏側
　スリットに差し込み、タッピンねじ（2個）で取り付ける。

②本体裏側スリットから、取付金具の
　ツメを左へスライドさせてはずす。

取付金具のずらしかた

4.ダクト穴をあける。（φ100）
①ダクト中央穴位置にロングドリルを
　使用して、下穴をあける。

下穴をあける前に、壁打ちセンサーなどを使用して間柱・
筋かいがないか確認してから作業をしてください。

お願い

ねじ固定に使用しない穴は、すべて付属のアルミテープで塞いでください。（風漏れの原因となります）
お願い

ホルソ－ 

外壁側 外壁側 

脱衣所側φ100穴あけの一例 

既存の木枠を使用する場合

②下穴を利用して、脱衣所側の
　壁面にφ100の穴をあける。

■壁材質によって、ホルソ－を選定してください。
（参考） タイル、モルタル･･･ダイヤモンド

木板･･･････････････木工用
塩ビ鋼板･･･････････板金用　　　　

③下穴を利用して、外壁側の
　壁面にφ100の穴をあける。

7.本体取付板を脱衣所側の壁に
　タッピンねじ（6個）で取り
　付ける。

■この製品は循環部分で6.9 kg
　あります。本体取付板は堅固
　に、また確実に脱衣所側の壁
　に密着するように取り付けて
　ください。
■特に、中空構造壁の場合、
　市販のアンカープラグ〔サンコー
　テクノ(株)製ボードファスナー
　BS TYPE〕などを使用して、
　確実に取り付けてください。
■水準器などで水平を確かめてか
　ら取り付けてください。

■同梱のダクト先端が外壁面（または
　既存の木枠）と同じ長さになるように
　切断用ノコギリを使用して切断します。

6.ダクトを本体取付板に付属のエバタイトねじ（4個）で
　取り付ける。

■ダクトアダプターフランジ部（本体取付板 接合面）
　全周にシリコンを塗布し、ダクトをはめ込みます。
■ダクトは水平に取り付けてください。

本体取付板 

水準器 

タッピンねじ 
（φ4×50） 

上側 

下側 

10
0～

15
5

適用木枠寸法 壁厚 

100～205

上記、5～7の作業をおこなう。

5.ダクトの長さを調節する。

ダクト 外壁面
（または既存の木枠） 

タッピンねじ 
（φ4×50） 

木枠本体取付板 

ダクト 

本体取付板 

エバタイトねじ
（φ4×8）

「　 」を上方向にして取り付けてください

ダクトアダプターフランジ部 

外壁側 

外壁側φ100穴あけの一例 

ホルソ－ 

脱衣所側 脱衣所側 脱衣所側外壁側 

水平 

下穴あけの一例 

ロングドリル 

ねじ止めの位置は、木枠の中心にな
る穴を使用して取り付けてください。

お願い

1.本説明書裏面の型紙を水平に壁にあて、ダクト中央穴位置と本体取付板ねじ穴位置（6か所）の
　印を壁に付ける。

2.下穴をあける前に、本体取付板を印を付けた穴位置に合わせ、水準器を使用して水平度を再度
　確認する。
3.本体取付板ねじ穴位置に下穴をあける。

■脱衣所の内・外壁の現状確認をおこない、壁等が損傷している場合には、お客様に説明し、了解を得ておくか、
　事前に補修をおこなっておいてください。
■下穴径は、壁面の材質に合わせてあけてください。

■本書に穴をあける場合は極力小さな穴にしてください。穴により読みづらくなります。

新規に丸穴をあける場合

本体取付板の設置2

ツメ

本体裏側スリット

取付金具

●ダクト穴が右寄りの場合 ●ダクト穴が左寄りの場合 

タッピンねじ
（φ4×12）

タッピンねじ
（φ4×12）

取付金具

本体裏側
スリット

本体裏側
スリット

※外壁面から出るダクト先端の
　長さは5 mm以下にして切断
　してください。
　5 mm以下でないと、換気ユ
　ニットが取り付けられなくな
　ります。

■付属品

ダクト……………………………1
タッピンねじ（φ4×50）……10

（換気取付板、本体取付板取り付け用）
タッピンねじ（φ4×16 黒）………2

（循環部分取り付け用）
エバタイトねじ（φ4×8 グレー）…4

（ダクト取り付け用）

タッピンねじ（φ4×16）………2
（リモコンホルダー取り付け用）
（リモコンホルダー裏面に付属）

タッピンねじ（φ4×12 黒）……4
（換気ケース取り付け用）

バインド…………………………1
（換気中継リード線結束用）

パッキン…………………………1

差込形コネクタ…………………3
（電線接続用）
キャップ…………………………3

（電線接続用）

取扱説明書………………………1
（必ずお客様にお渡しください）
工事説明書………………………1

（必ずお客様にお渡しください）
乾電池（単4形） ………………2

末尾の数字は数量をあらわします。

循環部分

本体取付板

ダクト

換気中継
リード線

電源電線

ツメ引っ掛け穴

循環部分

本体
取付板

タッピンねじ 
（φ4×16 黒） 

循環部分

循環部分固定部

本体取付板

タッピンねじ（2か所）
（φ4×16 黒） 

本体取付板 

241

22
3.

5
17

3.
5

14
3.

5
11

3.
5

100.5

24
2.

3

190
210
230

95
.5

98
.5

24-本体取付板取付穴 
　（9.5×4.5長穴） 

循環部分 

フロントカバー 

換気中継リード線

電源電線 
（有効長約1.5 m）

上側ねじ
（ゆるめる）

下側ねじ
（はずす）

換気ファン
部分 

換気取付板 

換気取付板 

換気ファン部分 
この方向に
ずらして
はずす  

換気ケース

換気取付板 

換気ファン
部分 

エアーフィルター 

φ
94

■本体取付板を右側、左側に取り付ける場合は、取付板端部を覆うように
　付属のアルミテープを貼り付けてください。

取付板が左側の場合 

アルミテープ
（付属品）

取付板が右側の場合 

アルミテープ
（付属品）

本体取付板 本体取付板 

5 mm以下

循環部分の奥にあるの
でフロントカバーの切
り欠き部を参考に位置
確認をしてください。

お願い

防水ジョイント 
ボックス 差込形コネクタ（付属品） 

キャップ（付属品） 
※ジョイントボックス 
　の中で接続 

アース 

電源電線 

電源電線
（VVFケーブル） 

アース線 
脱衣所暖房衣類
乾燥機より 

電源へ 

結束バンド

押し込む

VVF線が見えないように
コルゲートチューブでカバーする

コルゲートチューブ

5項で取り除いて
いない場合は取り除く

■室外ではVVF線が露出しないようにコルゲートチューブ
　で覆ってください。

お願い

③換気取付板の周囲（下辺を除く）
　および、ダクト接続部をシリコンで
　コーキングする。

（　　　　　　　　　　　）

衣類吊り下げ用パイプ
（市販品）（推奨位置）

11
5

150

150

衣類吊り下げ用パイプ
取り付け範囲単位：mm

ワイヤレス
リモコン

チェーン

リモコン
ホルダー タッピンねじ

（φ4×16）「閉」の状態

「開」の状態

ワイヤレスリモコンの取り付け7
1.取り付け位置を決定する。

　メダルなどを使用して
　ロックを左に回転させ、
　「　  」に合わせる。

ロック

電池ふた 　メダルなどを使用してロックを右に
　回転させ「　 」に合わせる。

単４形乾電池２個
 （付属品）（　　　　　　　　）

2.リモコンホルダーを付属のタッピンねじ（2個)で
   固定する。

3.ワイヤレスリモコンに電池を入れる。

■ワイヤレスリモコンには約300 mmのチェーンが付
　いています。（取り付け位置はお客様とご相談のうえ
　決定してください）
■リモコン受信部に向けて無理なく操作できる位置に
　設置してください。
■取り付ける高さは周辺の造営物より650 mm以上
　高くしてください。
■ワイヤレスリモコンは、本体を取り付けている側の
　壁面から1000 mm以上離れた位置に取り付けてく
　ださい。
　本体を取り付けている側の壁面から近い位置に設置
　すると、ワイヤレスリモコンで操作しても反応しな
　い場合があります。
■ワイヤレスリモコンと本体のリモコン受信部との間に
　造営物がないように取り付けてください。

■取り付け位置が石こうボードやタイルなどの場合、
　ねじが取り付かないことがありますので、その際は
　市販のアンカープラグを使用してください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

CN8

CN5 CN300 TAB11 TAB8 TAB6 TAB1 TAB9 TAB4
黄

TAB2

FUSE1
4 A

FUSE3
12 A

FUSE2
12 A

茶
TAB3 TAB5 TAB7 TAB10
青 赤 茶 黄黒 赤 緑 白 白

換気部分

循環部分

受信基板

メイン基板

CN7
CN3

RY9
C3

RY4 RY2
RY1

RY3

RY6

RY5

CN1CN2

サーミスタ 換気
モーター

ルーバー
モーター

循環
モーター

コンデンサー
2.0 μF

250 VAC

ワイド
スポット
モーター

温度ヒューズ
77 ℃

温度ヒューズ
77 ℃

ヒーター ヒーター ヒーター ヒーター

アース
電源　AC100 V
50 Hz/60 Hz

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

1 2 31 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4

1 2 3 4 5 61 2 3 4 5

本体

浴槽 

150 mm

③ 

　警告

　注意

お願い
（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

設置位置の決定1
1.機器を設置する壁は外壁であること。
　本品は外壁側に換気部分を据え付けて直接排気する
　タイプの製品です。
　外壁の厚みは240 mm以下

2.循環部分の周囲に適切なすき間があること。
　さらにこの範囲には造営物（照明器具・手すりなど）
　を設置しないこと。

　確保できない場合は、性能を十分に発揮できなかったり、
　脱衣所壁面、造営物を熱によりいためることがあります。
■製品天面から天井面まで、50 mm以上
■製品左側面から壁面まで、20 mm以上
■製品右側面から壁面まで、20 mm以上
■製品正面から150 mm以上離す
■本体と窓枠は、50 mm以上
■窓枠は壁面より15 mm以下の出っ張りであること

　壁面の耐熱温度が低い場合は、上記以上に壁面と本体
　の距離を確保してください。

3.換気部分の周囲に適切なすき間があること。
　（100 mm以上）

4.ワイヤレスリモコンは本体受信できる
　位置に取り付ける。
 　製品を取り付けている壁面への設置はしないで
　 ください。
　 本体との間に障害物がないように設置してくだ
    さい。（               　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

150 mm以上 

20 mm以上 20 mm以上

壁 壁 

壁 

（               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

　使用環境によっては、吹出口から150 mm離れたところ
　での温風の温度が最大70 ℃になります。

50 mm以上 
天井 

窓枠 

50 mm以上

1
7

0
0

 ｍ
ｍ

以
上

窓枠 
φ100

外壁側 

117

92
.5

10
7

換気部分 

ひさし 

157

1000 mm以上 

製品を上から見た図 

本体 

ワイヤレスリモコン取付可能範囲
（               　　　　　　　　　）

ワイヤレスリモコンは、
本体を取り付けた壁面
から1000 mm以上
離れた位置に取り付ける。
本体を取り付けている壁面から
近い位置に設置すると、ワイヤ
レスリモコンを操作しても反応
しない場合があります。

製
品
を
上
か
ら
見
た
図

製
品
を
正
面
か
ら
見
た
図

製
品
を
上
か
ら
見
た
図

■電池ふたを開閉するときはメダルなどを使用してください。
　ドライバーを使用するとロックが破損する可能性があります。
■電池ふたのロックは表示されているマークの範囲位置を超え
　ないように回してください。
■電池ふたを閉めるときは、電池ふた部のゴムに髪の毛やホコリ
　など異物を挟み込まないように注意し、確実に閉めてください。
　異物が付着した場合は、柔らかい布でふき取ってください。

お願い

〒486-8522　愛知県春日井市鷹来町字下仲田4017番　TEL(0568)81-1511

パナソニック株式会社
パナソニック エコシステムズ株式会社



右壁 左壁 

天井 

工事の際、壁面に貼リ付けてご使用ください。（脱衣所内から見た図になっています） 
なお、この型紙の寸法は湿気などにより変化しますので、寸法を確かめてご使用ください。 取付用型紙 

天井から製品本体上面までは、 
50 mm以上離してください。 

左壁から製品本体 
左側面までは、 
20 mm以上離して 
ください。 

1
1

0
 m

m

製
品

高
さ

　
2

9
4

 m
m

141 mm 144 mm
製品幅　529 mm

右壁から製品本体右側面 
までは、20 mm以上
離してください。 

本体取付板位置 
　　　実　　線：中央の場合 
　　　破　　線：左側の場合 
　　　２点鎖線：右側の場合 

φ100穴施工中心位置 本体取付板ねじ穴位置 
24か所から6か所選択 
して固定する。 

103 mm 141 mm

取付穴
推奨位置 

取付穴
推奨位置 


